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Electromagnetic interference suppression based on waveform-selective materials
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	１．まえがき
	電磁干渉問題は電磁雑音（ノイズ）によって通信機器や電子回路の動作に影響を及ぼす重要な問題として認識されている。とりわけ、この問題は電磁ノイズと通信用電波が同一周波数成分を持つと解決が一層困難となる。これは、一般的な電磁干渉対策として用いられる電波吸収体やシールドの多くが同一周波数上では常に同じように振舞うことにも起因している。特に、国際的にも標準化されているISM帯は様々な用途への利用が認められているため、干渉問題はより深刻な状況にある（例：2.4 GHz帯は電子レンジ、WiFi、Bluetoot...
	２．研究開発内容及び成果
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取組
	波形選択材料は既存の電磁問題に対して新たな自由度を与えて柔軟に解決できる可能性を秘めている。例えば、既出図3の事象において、パルス幅の長い外部からの電波波形を不要ノイズとみなして遮断する一方、内部から発振される短パルスは強い共振現象を利用してより遠方の外部アンテナと通信できるようになる。特にISM帯電波は通信に限らず多様な用途への利用に開放され、多数のユーザを収容すると同時に多数の電波が飛び交っている。このような周波数帯において、本研究は電磁干渉の抑制に限らず、任意電波の検出・操作に貢献できると考...
	４．むすび
	本研究では近年研究代表者らによって開発された波形選択材料を用いて、同一周波数上で発生する電磁干渉の抑制を図った。最初に従来材料の概念を拡張し、一般的な散乱特性をパルス幅に応じて操作できることを実証した。次にこれら材料を用いて具体的な電磁干渉問題へと応用した。その結果、新たな自由度パルス幅に基づいて柔軟に電磁界を制御できることが分かった。本研究では波形選択性を用いた電磁干渉の抑制に焦点を当てていたものの、今後当該材料を用いることでその他既存の電磁問題にも適用できると期待される。
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